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読谷村議会議員 

上地利枝子  印 

 

一 般 質 問 通 告 書          
  
第 515 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第

２項の規定により通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ 村長の施政方針の中で、学校運営協議会を充実させ、保護者や地

域住民による学校支援への仕組みづくりを推進するとあります

が、具体的な取り組みについて伺います。 

 

２ 各字公民館の活動状況 

（１）コロナ禍の中、自治会長として区民の生活状況の把握をど 

のように行なっているのか。 

（２）コロナ禍で地域住民は活動制限され、特に高齢者の皆さんの

健康状態が気になりますが、どのような対応をしているのか。 

（３）子どもから高齢者の皆さんが、気軽に過ごすことができる公

館。コロナ禍で地域のコミュニティのあり方を見直していか

なければならないと思います。行政として公民館職員を対象

とした研修会の開催が必要だと思いますがどうですか 

 

３ 地域共生社会の実現に向けた取り組みとして、空き家活用がで

きないか 

（１）村内の空き家は何件あるか。 

（２）空き家改修工事の補助をして、地域の子どもたち、高齢者、

障がい者が過ごせる取り組みができないか。 

 

４ 災害時における避難所生活について 

災害時に最も重要なのは、避難所での生活だと思います。平時か 
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質 問 要 旨 答弁を求める者 

ら避難所生活を想定した訓練、特にコロナ禍での避難生活を想定

し、各避難所での運営委員会を立ち上げ役割について、確認する必

要があると思います。運営委員会の立ち上げについてどのように取

り組んでいるのか。 

 

５ コロナ感染者、陽性者、濃厚接触者で自宅待機している方々に対

し村独自で経済支援ができないか。 
 

 

 


